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ボーリング柱状図
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126.26 1.50 1.50

盛土

126.01 0.25 1.75 表土
(SF)

121.31 4.70 6.45

玉石混じ
り砂礫
(GS-B)

暗
灰

暗灰

褐
灰
～
褐

深度0.0.70m以浅は礫混じり有機質
土の盛土。径10～200mm程度の礫
・玉石が混じる。
深度0.70～1.50m付近はローム主
体の盛土。有機質シルトをシーム
する。

礫混じり有機質シルトによる旧表
土。砂分が混じる。
被圧地下水位、深度2.13m付近。
深度1.75mより、径10～100mmの
亜円～円礫を主体とする砂礫。
マトリックスは、粗砂が優勢で
シルトを主とする細粒分が不規
則に若干量混入している。全体
に、ところどころに最大150mm
程の玉石が介在しており、特に
3.00m付近narabini5.00m付近に
密集している。
深度6.05～6.25m間では、砂を
主体とする層が分布しており、
中位の相対密度を示す。
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